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令和４年度 第３回鹿角市地域公共交通活性化協議会 議事録 
 
 
開催日時  令和４年１２月１9 日（月） １３時３０分〜１４時４０分 
 
開催場所  鹿角市役所 第１〜３会議室 
 
出席委員  委員数２１名中１４名（うち代理出席含む） 
 
協議内容  １．開会 
      ２．会⻑あいさつ 
      ３．議事 
       （１）鹿角市地域公共交通計画（素案）について 
       （２）花輪市街地循環線の経路変更について 
       （３）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について 
      ４．その他 
      ５．閉会 
 
司会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
司会 
 
 
 
 
 
会⻑ 
 
 
 
 

皆様お揃いになりましたので、只今より、令和 4 年度第３回鹿角市地域公共交通活性
化協議会を開催いたします。 
本日は、お忙しいところ、お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 
本日の会議は委員 21 名中、代理を含む 14 名のご出席をいただいておりますので、本
協議会設置要綱第 6 条第 2 項に規定する、過半数の出席を満たしており、本日開催の
協議会が成立することをご報告いたします。 
また、本日は、本市の地域公共交通計画の策定支援業務をお願いしております株式会
社ケー･シー･エス東北支社様からも出席いただいておりますので、後程内容等の説明
をいただく予定です。 
 
それではお手元の次第にそって、進めさせていただきます。 
次第の２、会⻑あいさつとなります。 
本協議会の会⻑となる舛屋副市⻑より、ご挨拶をいただきたいと思います。宜しくお
願いいたします。 
 
２．会⻑あいさつ 
11 月から副市⻑に就任いたしました舛屋でございます。宜しくお願いいたします。本
日は季節柄お忙しい中、またお足元が悪いなか、お集まりいただきありがとうござい
ます。皆様には地域公共交通の維持・発展に向けご協力をいただきありがとうござい
ます。運行事業者に置かれましては、コロナ禍の影響がある中でも地域の移動手段の
確保のために事業を継続いただいており厚く御礼申し上げます。一昨年の 11 月末に
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司会 
 
司会 
 
 
 
会⻑ 
 
 
事務局 
 
会⻑ 
 
 
 
棚谷委員 
 
 
事務局 
 
阿部委員 
 
 
事務局 
 
会⻑ 
 
 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律が一部改正され施行されております。こ
れに伴い、本日の議題でもありますが、鹿角市の地域公共交通計画を策定するために
市⺠アンケート調査や事業者ヒアリングから様々な課題が見えてまいりました。そう
した課題を整理した上で地域の実情にあった公共交通サービスをさらに充実させてい
く必要があります。また第７次総合計画においても誰もが安全で安心して暮らし続け
られるまちの実現に向けて、交通弱者対策のみならず持続可能な公共交通サービスの
実現を目指しておりますので、皆様におかれましてもより一層のご協力をお願いいた
します。本日は鹿角市地域公共交通計画（素案）をはじめ３点の協議事項があります。
鹿角市の公共交通がよい良い方向に進みますよう本日の会議では委員の皆さまの忌憚
のないご意見を頂戴したいと思います。本日はどうぞ宜しくお願い致します。 
 
ありがとうございました。 
 
それでは、次第３の議事に移りますが、会議の議⻑につきましては、本協議会設置要
綱第５条第４項の規定及び第６条第１項の規定に基づき、舛屋副市⻑となりますので、
以降の議事進行についてよろしくお願いいたします。 
 
それでは議事に移ります。 
議事（１）鹿角市地域公共交通計画（素案）について事務局より説明願います。 
 
（資料に沿って㈱KCS より説明） 
 
ありがとうございました。 
只今説明のありました、鹿角市地域公共交通計画（素案）について、ご質問等ありま
したらご発言願います。 
 
数値目標について教えてください。市⺠１回あたりの乗⾞回数が維持とあります。し
かしながら、収支率も維持です。この２つの整合性を教えてください。 
 
この点に関しましては、事務局で検討いたします。 
 
市街地の歩行者通行量を記載しているが、来年度から調査方法が変更となります。よ
って、令和９年度の数値目標について単純比較できないことを申し添えます。 
 
交通計画に掲載する場合は算出方法に関して調整したいと思います。 
 
それでは、いただいた意見を集約し、計画へ反映するよう 事務局において精査する
ようお願いします。 
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会⻑ 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会⻑ 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会⻑ 
 
 
 

次に、今後のスケジュールについて、事務局より説明をお願いします。 
 
本日配布いたしました「鹿角市地域公共交通計画策定に係る今後のスケジュール」を
ご覧ください。 
前回、10 月 31 日開催の第 2 回活性化協議会では、計画の骨子案について、ご検討い
ただき、本日、第 3 回活性化協議会で計画の素案をご協議いただいております。本日
いただいたご意見を踏まえ計画に反映させたのち、1 月中旬から２月中旬までの 1 か
月程度、パブリックコメントを実施いたします。周知については、ホームページへの
掲載と、各支所窓口、生活環境課において閲覧できる形で実施し、ご意見等聴取いた
します。また、パブリックコメント実施期間中は、議会への説明を実施いたします。 
その後、期間中にいただいたご意見等を計画に反映し、「地域公共交通計画案」として、
委員の皆さんよりご承認いただくため、2 月下旬に協議会を開催する予定です。 
 
次の議事に移ります。 
議事（２）花輪市街地循環線の経路変更について事務局より説明願います。 
 
花輪市街地循環線の経路変更について、資料２により説明させていただきます。 
本件の経緯としまして、令和５年４月から、新しく小児科・呼吸器内科・耳鼻科のク
リニックが鹿角市花輪字鉄砲地内（旧ローソン鹿角花輪北店跡地）にオープン予定で
あり、利用者の利便性を図るため路線バス「花輪市街地循環線（たんぽこまち号）」の
経路変更及び、バス停の新規設置が出来ないか検討を開始したものです。 
変更の時期は令和５年４月上旬からを予定しており、変更後の経路については次のペ
ージに⽰しております。⾚い線が現行の経路を、⻘い線が変更予定経路となります。
現行では不動川バス停から鹿角警察署方面へ直進し、ハローワーク前バス停へ向かう
経路ですが、変更案では不動川バス停から旧花輪北小学校方面へ右折し、国道２８２
号線へ合流後を左折します。途中、秋田トヨタ鹿角店前のもしもしピット内に新設予
定のバス停を経由し、鹿角警察署方面へ向かう経路としております。 
これまでの検討結果と今後のスケジュールとしまして、現段階で鹿角警察署交通課と
の交通管理者協議及び鹿角地域振興局建設部との道路管理者協議は完了しており、隣
接事業者である秋田トヨタ鹿角店への協力依頼を行っております。 
また、現在変更経路の実⾞による試験走行についても実施しており、運行時刻の変更
等を検討している段階ですが、今後、次回の協議会により承認を経て、国土交通省へ
の届け出や新設予定バス停の道路占用許可申請を行い、令和５年４月上旬からの変更
後の経路での運行開始を目指してまいります。 
 
只今説明のありました、花輪市街地循環線の経路変更についてご質問等ありましたら
ご発言願います。 
（質疑等なし） 
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(十和田タク

シー) 

田口委員 
（都市整備
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次の議事に移ります。 
議事（３）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について事務局より説明願いま
す。 
 
それでは、地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について、資料３により説明さ
せていただきます。本件については、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要
綱等に基づき、本協議会において、計画した改善事業の実施状況等について自己評価
を行うものです。事業期間は、令和３年１０月１日から令和４年９月３０日まで、事
業の対象路線は市内１３路線となります。事業の目標は、令和２年度の利用者数を基
準として、対基準年比９８％の利用者数により維持を目指すとしております。事業の
実施状況としては、地域公共交通計画の策定にあたり、市⺠アンケートや⾼校生アン
ケート、事業者ヒアリングを行い、利用者のニーズの掘り起こしや今後の再編計画等
の検討を実施しました。また、利用者の増加を目指して、１１月に開催のきりたんぽ
発祥祭りにおけるバスＰＲイベントの実施や路線バス時刻表の全⼾配布など情報提供
を行っております。目標の達成状況ですが、目標を達成していればＡ、目標達成が８
０％以上１００％未満をＢ、目標達成８０％未満をＣの、達成率により３段階で評価
しており、Ａ評価が５路線、Ｂ評価が６路線、Ｃ評価が２路線という状況となってお
ります。 
今後の改善点としまして、新型コロナウイルス感染症の終息が未だに見えないことや、
原油価格の⾼騰等、交通事業者にとっては依然として厳しい状況であるものの、市⺠
を対象とした利用者アンケート等の結果を踏まえ、今後の地域公共交通の在り方や具
体的な再編内容等の検討を行い、将来にわたって持続可能な交通体系を構築する等を
目的とした、地域公共交通計画の策定を目指すとしています。 
本事業評価については、東北運輸局にて来年２月中を目途に開催される第三者評価委
員会の審議を経て、二次評価が実施される予定です。 
 
只今説明のありました、地域公共交通確保維持改善事業・事業評価についてご質問等
ありましたらご発言願います。 
（質疑等なし） 
 
４.その他に入りますが、何かございませんか。 
 
除雪に関して質問です。今の除雪実施の判断基準は午前１時時点で積雪が 10cm 以上
であれば除雪作業を実施するという認識で宜しいでしょうか。 
 
そうです。 
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田口委員 
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事務局 
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事務局 
 
 
 
 
 

根市線は山道が多く、雪の吹き溜まりが発生しています。その関係で安全運行をする
上で運転手はいつも以上に注意して運行することとなり遅延が発生します。また、路
面状況が悪いと事故発生の危険性も⾼まります。社⻑も安全第一で運行するようにと
話していたので、路面状況改善のためにも除雪実施の判断基準を見直していただき、
できるだけ除雪をお願いしたいです。 
 
個別に状況を確認させてください。 
 
 
 
その他ございますでしょうか。情報提供でも構いません。 
ないようですので、事務局より、次回の協議会の開催についてお願いします。 
 
次回の協議会の開催は 2 月下旬を予定しております。先程スケジュールでも申し上げ
ましたが、今後 1 月中旬よりパブリックコメントを実施いたしますが、その意見を反
映させ、最終的な計画として委員の皆様よりご意見をいただき承認となりますので、
引き続きよろしくお願いいたします。 
 
その他、委員の皆さんからなければ、進行を事務局へお返したいと思います。 
 
貴重なご意見等いただきありがとうございます。 
以上を持ちまして、令和４年度第３回鹿角市地域公共交通活性化協議会を終了いたし
ます。本日は、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


